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子どもと大人の音楽堂〈子ども編〉
『みんなー！ たのしい音楽始めるよ、あっつまれー！』
写真：青柳 聡

04 特集

  “劇場”からみる共生社会
 ─ 広場としての文化施設

06  ケーススタディ

  広場としての文化施設とは？ ―3つの事例から―
  1. 神奈川県立音楽堂『みんなー！ たのしい音楽始めるよ、あっつまれー！』大友良英インタビュー
  2. 神奈川県民ホール『オープンシアター2021』音楽・美術でめぐる世界の旅
  3. KAAT 神奈川芸術劇場「KAATフレンドシッププログラム」
  共生共創事業、横浜・紅葉ケ丘まいらん
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   パラリンピック式典から考える共生社会
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  2021年度のキッズプログラムをふりかえる
  文：浦島茂世（フリーライター）

  2021年度のダンスプログラムをふりかえる
  文：乗越たかお（作家・ヤサぐれ舞踊評論家）

22  C×（シー・バイ）シリーズ
  C×C作曲家が作曲家を訪ねる旅 ─作曲家・山本裕之が武満徹を訪ねて

  公益財団法人神奈川芸術文化財団 賛助会員・協賛・協力・寄付 ご芳名

23  公演の舞台裏
  衣装デザイナー編　伊藤佐智子

  神奈川芸術プレス｜読者アンケート

（公財）神奈川芸術文化財団について

1993年10月に設立された神奈川芸術文化財団は、以下3つの県立文化施設の運営と、芸術文化の創造・普及に一体的に取り組んでいます。

神奈川県立音楽堂（以下、音楽堂）

1954年、公立施設としては日本で初めての本格的な
音楽専用ホールとして開館。前川國男設計による戦後
モダニズム建築の傑作として評価されています。ホール
の壁面はすべて「木」で作られており、そのアコース
ティックな響きは人々に感動をあたえつづけています。

KAAT神奈川芸術劇場（以下、K
カ ー ト

AAT）

2011年、モノをつくる（芸術の創造）、人をつくる（人材
の育成）、まちをつくる（賑わいの創出）の「３つのつく
る」をテーマとする創造型劇場として開館。最大約
1,200席のホールの他に、大スタジオ（約220席）と、
3つのスタジオを有します。

神奈川県民ホール（以下、県民ホール）

1975年、全国屈指の大型文化施設として開館。大型
の舞台機構を備える大ホール、オルガンが設置された
小ホール、ギャラリー、会議室等を有する多目的ホール
です。オペラ、バレエ、コンサートから各種大会・式典、
美術作品の展示まで、多彩な催しが行われています。

〒231-0023　神奈川県横浜市中区山下町3-1
TEL：045-662-5901（9:00～17:00）
https://www.kanagawa-kenminhall.com/

〒231-0023　神奈川県横浜市中区山下町281
TEL：045-633-6500（10:00～18:00）
https://www.kaat.jp/

〒220-0044　神奈川県横浜市西区紅葉ケ丘9-2
TEL：045-263-2567（9:00～17:00 月曜休館）
https://www.kanagawa-ongakudo.com/

目 次



04

（公財）神奈川芸術文化財団が掲げる

4つのミッション

神奈川芸術文化財団の理念は、

芸術文化の力で人々の心を豊かにし、幸福な社会を目指すこと。

3つの文化施設（県民ホール・KAAT・音楽堂）は、

右の4つのミッションにもとづいて管理・運営されています。

当財団は多様な人たちに開かれた文化施設を目指しています。

創造に挑む つねに考える

感動を
分かち合う 未来につなぐ

今号よりリニューアルした本誌。
発行が年２回となり、構成やデザインが新しくなりました。

大きく変わった点が２つあります。

  「特集テーマ」をひもとく読み物を中心とした広報誌に。
 神奈川芸術文化財団の事業紹介にとどまらない

  「ひと」や「こと」も取り上げる。

わたしたちが目指すのは、
県域の、そして国内外の芸術文化状況を知り、
テーマに連動した新たな視点を見いだすことのできる広報誌です。
情報が行き交い、
立ち止まって考えることが難しくなっている世の中で、
考えるきっかけとなる言葉を編んでいきたいと思っています。

神奈川芸術プレス、
リニューアル



05 ｜ 特集

特　集

―広場としての文化施設

い
ま
考
え
る
共
生
社
会

劇
場
・
音
楽
堂
や
美
術
館
、
映
画
館
な

ど
の
文
化
施
設
は
、
多
様
な
人
た
ち
が
集

ま
り
、
関
わ
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
場
で

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
︵
以

下
、
新
型
コ
ロ
ナ
︶
感
染
拡
大
の
状
況
下

で
は
、
こ
れ
ら
の
場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
が

難
し
く
な
っ
た
た
め
、
そ
の
役
割
を
よ
り

強
く
感
じ
る
機
会
が
増
え
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
初
号
の
特
集
で
は
、
こ

れ
ら
の
文
化
施
設
を
誰
も
が
集
え
る
〝
広

場
”
と
し
て
捉
え
、
県
域
の
様
々
な
取
り

組
み
や
、
神
奈
川
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る

方
々
の
表
現
を
紹
介
し
ま
す
。

神
奈
川
県
で
は
2
0
1
6
年
の
「
と
も

に
生
き
る
社
会
か
な
が
わ
憲
章
」
策
定
後
、

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
事
業
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
2
0
2
 

1
年
度
は
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開
催

さ
れ
、
県
内
で
も
活
躍
す
る
文
化
人
が
多

く
関
わ
っ
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
閉
会

式
は
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。

「〝
劇
場
”
か
ら
み
る
共
生
社
会
―
広

場
と
し
て
の
文
化
施
設
」
を
テ
ー
マ
に
、
こ

れ
ら
の
時
事
的
な
状
況
も
反
映
し
た
複
数

の
切
り
口
で
お
届
け
す
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

初
号
。
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
も
、
ア
ン

ケ
ー
ト
で
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。



06

写真：青柳 聡

人
々
の
心
を
豊
か
に
す
る
芸
術
文
化
だ

か
ら
こ
そ
、
障
が
い
の
有
無
や
、
年
齢
、
言

語
の
違
い
な
ど
に
よ
り
、
体
験
に
大
き
な

違
い
が
生
じ
な
い
よ
う
、
多
様
な
人
た
ち

が
楽
し
め
る
環
境
を
つ
く
り
出
そ
う
―
。

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
当
財
団
に
お
け
る
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
ふ
り
か
え
り
ま
す
。

「
共
生
社
会
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に

す
る
よ
う
に
な
っ
た
一
方
で
、
そ
れ
は
ど

ん
な
社
会
な
の
か
と
自
問
す
る
機
会
も
増

え
ま
し
た
。
本
コ
ー
ナ
ー
で
取
材
し
た
大

友
良
英
さ
ん
は
、「
共
生
社
会
の
前
提
と
な

る
の
は
多
様
性
」
だ
と
話
し
ま
す
。

取
り
上
げ
る
の
は
、
０
歳
か
ら
誰
で
も

楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
手
話
通
訳
者

や
多
言
語
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
、
託
児
も

利
用
し
や
す
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
そ
し
て
ひ

ら
か
れ
た
ア
ト
リ
ウ
ム
で
、
ス
マ
ホ
を
使
っ

て
体
験
す
る
朗
読
劇
な
ど
。

〝
劇
場
”︵
今
号
で
は
文
化
施
設
一
般
を

含
み
ま
す
︶
か
ら
み
た
共
生
社
会
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
か
？　

誰
も
が
集
え
る
広

場
の
よ
う
な
場
を
目
指
し
た
３
つ
の
事
例

を
通
し
て
、
読
者
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
あ

ら
た
め
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本コーナーでは、当財団が運営する文化施設
（県民ホール・KAAT・音楽堂）の主催公演を
ケーススタディとして、広場としての文化施設に
ついて考えます。また神奈川県が主催し、当財
団が企画製作を担う「共生共創事業」、さらには
紅葉ケ丘エリアを中心とした文化施設同士が
連携する取り組み「横浜・紅葉ケ丘まいらん」の
事例もあわせてご紹介します。

広場としての文化施設とは？　―3つの事例から―

ケーススタディ
 “

劇
場
”を

多
様
な
人
が
集
う
場
に



07 ｜ ケーススタディ

大友良英　おおとも・よしひで

1959年生まれ。映画やテレビの音楽
の作曲に多く携わる。大友良英スペ
シャルビッグバンドは、NHK 連続テレ
ビ小説『あまちゃん』のサウンドトラック
を演奏したメンバーによるグループ。バ
ンドが手がけた楽曲はNHK大河ドラマ

『いだてん』のテーマ曲など多数。

神奈川県立音楽堂CASE STUDY 1
2021年「神奈川県指定重要文化財」に指定された、

前川國男の設計による県立音楽堂。響きのよい“木

のホール”として親しまれています。そんな由緒ある

場が音楽家・大友良英さんの手によって、“みんな

が集まり自由に楽しむホール”に！　2021年7月に

開催したコンサートについて大友さんに聞きました。

子どもと大人の音楽堂〈子ども編〉　大友良英スペシャルビッグバンド 初登場！

『みんなー！ たのしい音楽始めるよ、あっつまれー！』
日程 2021年7月30日

会場 神奈川県立音楽堂

主催 神奈川県立音楽堂

―
０
歳
か
ら
入
場
で
き
、
出
入
り
自
由

で
会
場
も
明
る
い
ま
ま
。
な
か
な
か
体
験

す
る
機
会
の
な
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

演
奏
す
る
音
楽
や
、
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー

の
カ
ラ
フ
ル
な
服
装
、
客
席
へ
の
声
が
け

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
細
部
で
「
み
ん
な
い
て

い
い
」
と
い
う
サ
イ
ン
を
出
す
よ
う
に
し

ま
し
た
。
人
の
ふ
る
ま
い
は
場
所
に
規
定

さ
れ
ま
す
。
音
楽
堂
の
よ
う
な
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
で
は
雰
囲
気
づ

く
り
が
大
切
。
ざ
わ
ざ
わ

し
て
い
た
り
、
き
っ
ち
り

し
な
く
て
い
い
感
じ
を
あ

え
て
つ
く
り
ま
し
た
。
子

ど
も
が
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

に
質
問
す
る
コ
ー
ナ
ー
が

あ
っ
た
り
、
数
名
に
舞
台

に
上
が
っ
て
指
揮
を
し
て

も
ら
っ
た
り
し
て
。

―
新
型
コ
ロ
ナ
第
５
波

が
来
る
直
前
の
開
催
に
な

り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
を

ス
テ
ー
ジ
に
上
げ
た
り
、

僕
ら
が
客
席
に
入
っ
て

い
っ
た
り
、
コ
ロ
ナ
が
な

け
れ
ば
も
っ
と
観
客
と
の

距
離
を
縮
め
た
か
っ
た
。

で
も
そ
の
場
に
応
じ
て
で

き
る
こ
と
を
や
る
だ
け
な

の
で
、「
こ
れ
が
で
き
な

か
っ
た
」
と
は
思
っ
て
い

ま
せ
ん
。

―
共
生
社
会
と
音
楽
に
つ
い
て
、
お
考

え
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

共
生
社
会
の
前
提
と
な
る
の
が
多
様
性

で
す
。「
共
生
」
と
い
っ
て
も
、
制
服
の
よ

う
に
全
員
が
同
じ
も
の
を
志
向
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
そ
う
で
は
な
く
、
多
様
な
言

語
や
文
化
が
と
も
に
あ
る
状
態
が
本
質
だ

と
思
い
ま
す
。
音
楽
は
、
言
葉
が
通
じ
な

く
て
も
拍
子
な
ど
で
遊
べ
る
し
、
そ
も
そ

も
誰
か
と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
組
む
の
が
基

本
で
す
。
異
な
る
文
化
を
も
つ
人
同
士
が

一
緒
に
何
か
を
す
る
の
に
、
音
楽
は
向
い

て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

―
大
友
良
英
ス
ペ
シ
ャ
ル
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド

の
メ
ン
バ
ー
に
も
多
様
性
が
あ
り
ま
す
ね
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ジ
ャ
ズ
、

ポ
ッ
プ
ス
な
ど
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
の
男
女
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
異
な
る

ジ
ャ
ン
ル
の
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
同
士
が
一
緒
に
バ

ン
ド
を
す
る
こ
と
は
、
大

き
な
挑
戦
に
な
る
。
お
ま

け
に
子
ど
も
が
指
揮
を
し

た
り
し
て
︵
笑
︶。「
や
り

慣
れ
た
こ
と
を
や
ら
な

い
」
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
か
、
考
え
続
け
て

い
る
バ
ン
ド
で
す
ね
。
僕

の
役
目
は
、
わ
ざ
と
混
乱

を
招
く
こ
と
か
も
。
答
え

で
は
な
く
、
問
い
を
用
意

す
る
。
ど
う
応
え
て
も
ら

え
る
か
は
わ
か
ら
な
い
け

れ
ど
、
そ
れ
が
き
っ
と
面

白
い
も
の
に
な
る
だ
ろ
う

と
信
じ
て
や
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
手
・
文
：
編
集
部

写
真
：
大
野
隆
介

『みんなー！たのしい音楽始めるよ、
あっつまれー！』

大友良英スペシャルビッグバンド 初登場！
子どもと大人の音楽堂〈子ども編〉
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1

2

3

4

①コロナの影響で初めて企画した屋外無料
コンサート『ミニミニコンサート』　②『音楽の
おくりもの オルガンとカウンターテナーのハー
モニー』終演後には舞台に上がりパイプオル
ガン見学を実施　③『音楽でめぐる世界の旅　
ガラコンサート』には東京シティ・バレエ団の
佐合萌香さんと吉留諒さんが出演　④『オー
プンシアター2021』大ホールロビー

写真：青柳 聡

写真：岩田えり

写真：青柳 聡

写真：岩田えり

神奈川県民ホール
「すべての子どもと大人たち」に向けて劇場に足を運ぶ喜びを知ってほしいと、

コンサートやバレエ、アート展など一日楽しめる企画として神奈川県民ホール

が開催してきた「オープンシアター」。2年ぶりとなった今年度は、感染対策を

施すなかで、屋外コンサートなど新しいプログラムも生まれました。

2
0
1
1
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
度
で
10

周
年
を
迎
え
た
オ
ー
プ
ン
シ
ア
タ
ー
。
劇
場
の

な
か
を
い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
で
見
て
い
た
だ
こ

う
と
、
施
設
内
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
を
使
い
、
子

ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開

す
る
企
画
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
2
 0
 

2
 0
年
度
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
そ
の
考
え
方
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
継
承
し
つ
つ
、や

り
方
を
模
索
し
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
玉
は
バ
リ
ト
ン
歌
手
の
宮

本
益
光
さ
ん
が
構
成
を
手
が
け
、
自
身
も
ソ
リ

ス
ト
と
し
て
登
場
す
る
『
音
楽
で
め
ぐ
る
世
界

の
旅 

ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
﹄。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

名
曲
や
オ
ペ
ラ
・
ア
リ
ア
、
バ
レ
エ
の
名
場
面

を
通
し
て
様
々
な
国
の
音
楽
を
紹
介
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
管
弦
楽
の
演
奏
は
神
奈
川
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
。
思
い
の
ほ
か
子
ど

も
た
ち
の
反
応
が
よ
く
、「
子
ど
も
た
ち
が
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
に
こ
ん
な
に
興
味
を
も
つ
と
思
わ

な
か
っ
た
」
と
保
護
者
た
ち
か
ら
は
多
く
の
反

響
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
公
演
が
始
ま
る
前
の
時
間
帯
に
開
催

さ
れ
た
「
ス
テ
ー
ジ
見
学
会
」
で
は
、
舞
台
か

ら
客
席
を
眺
め
て
み
る
方
が
続
々
。「
ふ
だ
ん
と

違
う
景
色
を
見
る
」
こ
と
が
魅
力
の
一
つ
に

な
っ
た
よ
う
に
、
ま
だ
ま
だ
掘
り
起
こ
せ
る
コ

ン
テ
ン
ツ
が
劇
場
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

そ
の
ほ
か
『
音
楽
の
お
く
り
も
の 
オ
ル
ガ
ン

と
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
﹄、
彫
刻

家
の
對つ
い

木き

裕
里
さ
ん
に
よ
る〝
手
や
、
目
や
、
ア

タ
マ
が
旅
す
る
展
覧
会
”『
手
の
た
び
―
で
は 

い
っ
て
お
い
で
﹄、
０
歳
か
ら
の
『
ミ
ニ
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
﹄、
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー
を
実
施
。

『
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
﹄
は
山
下
公
園
に
面
し

た
広
場
で
今
回
初
め
て
行
っ
た
屋
外
の
無
料
コ

ン
サ
ー
ト
で
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
音
を
聞
い
て

ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
っ
て
く
れ
た
人
も
い
ま
し
た
。

主
催
公
演
で
は
基
本
的
に
託
児
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
お
り
、
さ
ら
に
オ
ー
プ
ン
シ
ア
タ
ー

で
は
舞
台
上
で
の
手
話
通
訳
や
、
英
語
・
韓
国

語
・
中
国
語
の
通
訳
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
対
応

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ど
う
や
っ
て
伝
え

る
べ
き
人
に
情
報
を
伝
え
る
の
か
と
い
う
こ
と

が
今
後
の
大
き
な
課
題
で
す
。

来
年
度
の
オ
ー
プ
ン
シ
ア
タ
ー
は
夏
頃
開
催
。

展
示
で
は
、
障
が
い
の
垣
根
を
越
え
て
、
多
様

な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
創
作
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
予
定
で
す
。

『オープンシアター2021』
音楽・美術でめぐる世界の旅

日程 2021年5月30日

会場　神奈川県民ホール全館

主催　神奈川県民ホール

『オープンシアター2021』

CASE STUDY 2

世界の旅
音楽・美術でめぐる
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KAATフレンドシッププログラム朗読『風の琴』展示風景。左《サント・ヴィクトワール山とシャトー・ノワール》ポール・セザンヌ、
《レオナルド・ロレダーノの肖像》ジョヴァンニ・ベルリーニ。右《雪の狩人》ピーター・ブリューゲル。

10月から月に一度、1日2回実施しているバックステージツアー

 KAAT
神奈川芸術劇場

様々な企画で地域に

「劇場をひらく」ことを

試みてきた KAAT。今

年度は「KAATフレンド

シッププログラム」と銘打った枠組みで、朗読と絵画を組み合わせた

展示やアニメーション上映、バックステージツアーを行いました。

「KAATフレンドシッププログラム」
・ 朗読『風の琴』：2021年11月24日～12月6日

・ みんなのKAAT バックステージツアー：2021年10月以降毎月1回実施中

・ タイ語アニメーション『hesheit』：2021年12月17日、18日
 ※［鑑賞サポート］アクセシビリティ：タイ語音声＋手話動画＋バリアフリー日本語字幕

会場　KAAT神奈川芸術劇場アトリウムほか

主催　KAAT神奈川芸術劇場、（公財）神奈川芸術文化財団（社会連携ポータル課）

公
演
の
あ
る
日
は
、
そ
れ
を
心
待
ち
に
す
る

人
や
鑑
賞
直
後
の
興
奮
で
胸
い
っ
ぱ
い
な
人
が

集
う
Ｋ
Ａ
Ａ
Ｔ
の
ア
ト
リ
ウ
ム
。
外
か
ら
も
見

渡
す
こ
と
の
で
き
る
こ
の
広
い
空
間
を
主
な
会

場
と
し
て
、
公
演
に
来
る
お
客
様
だ
け
で
な
く

も
っ
と
多
く
の
人
に
劇
場
を
ひ
ら
き
た
い
、
よ

り
地
域
に
愛
さ
れ
る
劇
場
に
な
り
た
い
、
そ
ん

な
思
い
で
企
画
・
開
催
し
て
い
る
の
が
「
Ｋ
Ａ 

Ａ
Ｔ
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。

Ｋ
Ａ
Ａ
Ｔ
で
は
以
前
か
ら
、
前
芸
術
監
督
の

白
井
晃
氏
が
ゆ
か
り
の
あ
る
音
楽
家
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
て
ト
ー
ク
や

演
奏
を
お
届
け
す
る

「SHIRAIʼs CAFE

」

や
、
現
代
美
術
家
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
ア
ト
リ
ウ
ム
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。

新
芸
術
監
督
の
長
塚

圭
史
就
任
︵
２
０
２ 

１
年
４
月
︶
以
降
は
、

県
民
参
加
公
演
『
虹

む
街
﹄
の
ガ
ラ
ス
越

し
の
稽
古
場
公
開
や

月
に
一
度
の
バ
ッ
ク

ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー︵
１

日
２
回
︶
な
ど
、
さ

ら
に
柔
軟
に
Ｋ
Ａ
Ａ

Ｔ
の
い
ろ
い
ろ
な
場

所
や
機
能
の
活
用
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

米
軍
基
地
を
一
般
開
放
す
る
「
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
デ
ー
」
か
ら
ヒ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
正
式
に
冠
し
た
第
一

弾
企
画
は
朗
読
『
風
の
琴
﹄︵
11
月
24
日
~
12
月

６
日
︶。
ア
ト
リ
ウ
ム
の
各
所
に
展
示
さ
れ
た
４

枚
の
絵
画
を
ふ
ら
り
と
自
由
に
鑑
賞
し
な
が
ら

楽
し
め
る
朗
読
劇
を
実
施
し
ま
し
た
。

朗
読
作
品
は
、
辻
邦
生
著
『
風
の
琴　

二
十

四
の
絵
の
物
語
﹄︵
１
９
９
２
年
︶
の
な
か
の

４
篇
。
絵
の
そ
ば
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ

ホ
で
読
み
込
む
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
か
ら
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
て
紡
が
れ
た
物
語

の
世
界
に
二
人
の
俳
優
が
い
ざ
な
っ
て
く
れ
ま

す
。
ま
さ
に
劇
場
の
奥
で
行
わ
れ
て
い
る
公
演

の
魅
力
を
想
像
さ
せ
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
朗
読
の
字
幕
動
画
や
、
指
先
で
絵
画
の
輪

郭
が
た
ど
れ
る
よ
う
凹
凸
が
つ
い
た
「
触
る
絵
」、

点
字
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
鑑
賞
サ
ポ
ー
ト
は
、

今
後
も
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
意
見
を
受
け
て
改
善

し
な
が
ら
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
枠
で
特
に
重

点
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

12
月
17
日
、
18
日
に
は
、
第
二
弾
企
画
と
し

て
バ
ン
コ
ク
出
身
の
マ
ン
ガ
家
ウ
ィ
ス
ッ
ト
・

ポ
ン
ニ
ミ
ッ
ト
に
よ
る
タ
イ
語
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
作
品
『hesheit

﹄
を
上
映
。
２
月
１
~
16
日

に
は
横
浜
中
華
街
と
連
動
し
、「
Ｋ
Ａ
Ａ
Ｔ
カ
ナ

ガ
ワ
・
ツ
ア
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
第
一
弾
公

演『
冒
険
者
た
ち
~JOURNEY TO THE W

EST

~
﹄
に
合
わ
せ
て
、
西
遊
記
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
春
節
オ
ブ
ジ
ェ
ラ
ン
タ
ン
を
展
示
し
ま
す
。

フレンドシップ
「KAAT

プログラム」

CASE STUDY 3
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共生共創通信・動画一覧

https://kyosei-kyoso.jp/workshopmov/

「世界の歌とあそぼう！」韓国・朝鮮のあそび歌『チンドアリラン』

横須賀シニア劇団「よっしゃ!!」『こんな11月3日観たことない！』

リーディングシネマ『ちいさなちいさな王様』［出演：藤野涼子／さえ（OriHimeパイロット）］

「電撃障がい者創作創造プロジェクト」『THE KENTY DONUTS MV』

小田原シニア劇団「チリアクオールディーズ」連続短編集『明日にしよう』

綾瀬シニア劇団「Hale（はれ）」『道成寺～サワリタイ サワレナイ～』

「チャレンジ・オブ・ザ・シルバー」『TRACE』

共生共創事業
OTHER CASES STUDIES 

２
０
１
６
年
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
津
久

井
や
ま
ゆ
り
園
事
件
。
こ
の
よ
う
な
事
件
が
二
度

と
繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
、
と
も
に
生
き
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
同
年
に
神
奈
川
県
・
県
議
会

は
「
と
も
に
生
き
る
社
会
か
な
が
わ
憲
章
」
を
定

め
ま
し
た
。
共
生
共
創
事
業
は
、
こ
の
「
と
も
に

生
き
る
社
会
か
な
が
わ
」
の
実
現
に
向
け
、
文
化

芸
術
の
分
野
に
お
け
る
「
と
も
に
生
き
る 

と
も
に

創
る
」
を
目
標
に
、
年
齢
や
障
が
い
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
す
べ
て
の
人
が
参
加
で
き
る
舞
台
芸
術

の
事
業
と
し
て
神
奈
川
県
が
２ 

０
１
８
年
か
ら
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

様
々
な
活
動
の
な
か
で
も
中
心
と
な
っ
て
い
る

の
が
「
か
な
が
わ
シ
ニ
ア
創
作
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」。
現
在
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ダ
ン
サ
ー
・
安
藤
洋

子
さ
ん
が
毎
月
開
催
す
る
ダ
ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ル
バ
ー
」
や
、

シ
ニ
ア
劇
団
の
「
よ
っ
し
ゃ
!!
」︵
横
須
賀
︶、「Hale

︵
は
れ
︶」︵
綾
瀬
︶、「
チ
リ
ア
ク
オ
ー
ル
デ
ィ
ー

ズ
」︵
小
田
原
︶
な
ど
の
企
画
を
、
県
内
各
地
で
展

開
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
状
況
下
で
は
、
分
身

ロ
ボ
ッ
ト
のOriHim

e

が
登
場
す
る
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
シ
ネ
マ
『
ち
い
さ
な
ち
い
さ
な
王
様
﹄、
世
界
各

地
の
あ
そ
び
歌
を
ア
レ
ン
ジ

し
て
紹
介
す
る
「
世
界
の
歌

と
あ
そ
ぼ
う
！
」、
そ
し
て
シ

ニ
ア
劇
団
の
作
品
な
ど
を
２

０
２
０
年
度
に
動
画
で
配
信
。

今
後
も
動
画
が
次
々
と
公
開

さ
れ
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

2020年度の配信作品ラインアップより
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神奈川県立青少年センター

横浜能楽堂

神奈川県立図書館

神奈川県立音楽堂
写真：畑 亮

住所：神奈川県横浜市西区紅葉ケ丘9-2

住所：神奈川県横浜市西区紅葉ケ丘9-2

住所：神奈川県横浜市西区紅葉ケ丘9-1

住所：神奈川県横浜市西区宮崎町26 -1

住所：神奈川県横浜市西区紅葉ケ丘27-2

横浜市民ギャラリー
写真：上杉明

横浜・紅葉ケ丘まいらんさんぽマップ

OTHER CASES STUDIES み
な
と
み
ら
い
地
区
を
一
望
す
る
横

浜
・
紅
葉
ケ
丘
に
は
、
神
奈
川
県
立
音
楽

堂
︵M

usic Hall

︶、
神
奈
川
県
立
青
少
年

セ
ン
タ
ー
︵Youth Center

︶、
神
奈
川
県

立
図
書
館
︵Library
︶、
横
浜
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー︵Art Gallery

︶、
横
浜
能
楽
堂︵Noh 

Theater

︶
が
あ
り
ま
す
。
５
館
の
公
共
文

化
施
設
が
連
携
し
て
同
エ
リ
ア
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
く
活
動
が
「
横
浜
・
紅
葉
ケ

丘
ま
い
ら
ん
」。「
ま
い
ら
ん
」
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
頭
文
字
「
M
Y
L
A
N
」
を
ひ
ら

が
な
で
表
し
た
も
の
で
す
。

音
楽
堂
、
図
書
館
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー

の
３
館
は
、
日
本
の
戦
後
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建

築
を
代
表
す
る
建
築
家
・
前
川
國
男
の
傑

作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
１

年
８
月
に
は
、
図
書
館
と
音
楽
堂
が
新
た

に
神
奈
川
県
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
１
８
７
５
年
に
建
て

ら
れ
た
も
の
を
復
元
し
た
能
楽
堂
の
本
舞

台
は
、
関
東
地
方
現
存
最
古
の
能
舞
台
。

こ
ち
ら
は
横
浜
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

現
在
は
各
館
や
周
辺
施
設
で
「
横
浜
・

紅
葉
ケ
丘
ま
い
ら
ん
さ
ん
ぽ
マ
ッ
プ
」
を
配

布
中
。
紅
葉
ケ
丘
か
ら
歩
け
る
ア
ー
ト
・

文
学
・
舞
台
芸
術
ス
ポ
ッ
ト
や
、
富
士
山

横浜・紅葉ケ丘まいらん

が
き
れ
い
に
見
え
る
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
、
音

楽
・
歴
史
を
感
じ
る
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
周
辺
に
は
伊
勢
山
皇
大
神
宮
、

少
し
足
を
延
ば
せ
ば
野
毛
山
動
物
園
も
あ

る
自
然
豊
か
な
エ
リ
ア
。
ぜ
ひ
マ
ッ
プ
を

片
手
に
、
お
さ
ん
ぽ
を
楽
し
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
ね
。
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森山開次 もりやま・かいじ
神奈川県出身。2005年ソロダンス『KATANA』でニューヨーク・
タイムズ紙に「驚異のダンサー」と評され、2007年ヴェネチア・
ビエンナーレ招聘。2013年芸術選奨新人賞、文化庁文化交流使。
2021年東京2020パラリンピック開会式演出・チーフ振付。

森山開次と大前光市が踊った「Our Glorious Future ～KANAGAWA 2021～」

─
お
二
人
の
出
会
い
は
？

栗
栖
良
依
（
以
下
、
栗
栖
）　

２
０
１
７
年
の

「SLOW
 M

OVEM
ENT

」︵
※
１
︶
で
す
ね
。

２
月
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
向
け
て
︵
森

山
︶
開
次
さ
ん
に
演
出
・
振
付
を
お
願
い

し
た
こ
と
は
、
当
時
は
ま
だ
駆
け
出
し

だ
っ
た
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
し
た
。
自
分
た
ち
で
基
礎
と
な
る

チ
ー
ム
を
つ
く
っ
た
と
こ
ろ
に
、
作
品
と

し
て
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
た
め
に
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
と
い
う
や
り
方

を
試
す
初
め
て
の
挑
戦
で
も
あ
り
ま
し
た
。

森
山
開
次
（
以
下
、
森
山
）　

そ
の
時
は
僕
も
、

パラリンピック式典から
考える共生社会

東京2020パラリンピック競技大会開会式では、

障がいのある人もない人も含め

約2千人のパフォーマー・スタッフが

共にパフォーマンスをつくり上げ、

話題を呼びました。

聞き手・文：河野桃子　対談写真：加藤 甫

障
が
い
の
あ
る
方
の
振
付
を
本
格
的
に

や
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
栗
栖
さ
ん
は
「
自
由
に
思
い
き
り
や
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
し
た

し
、
一
緒
に
創
作
活
動
を
す
る
〝
ア
カ
ン

パ
ニ
ス
ト
”︵
※
２
︶
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち

に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
手
厚
か
っ
た
。「
今
日

は
こ
ん
な
方
々
が
稽
古
に
来
る
か
ら
、
ど

こ
で
休
憩
を
入
れ
、
何
の
稽
古
を
先
に

や
っ
て
…
…
」
と
い
う
準
備
を
す
べ
て
組

ん
で
く
だ
さ
る
。
お
か
げ
で
い
つ
も
の
演

出
と
変
わ
ら
ず
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
え

ま
し
た
。

栗
栖　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
は
な
る
べ
く
普

段
の
お
仕
事
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の

た
め
に
も
障
が
い
の
あ
る
方
な
ら
で
は
の

特
性
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
は
私
た

ち
が
担
い
ま
し
た
。
２
月
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
は
約
20
人
、
11
月
に
は
約
１
０
０

人
の
多
種
多
様
な
障
が
い
が
あ
る
メ
ン

バ
ー
で
創
作
し
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
大

き
な
規
模
だ
と
一
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

す
べ
て
を
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

育
成
に
力
を
入
れ
て
き
た
〝
ア
カ
ン
パ
ニ

ス
ト
”
や
〝
ア
ク
セ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
”︵
※ 

３ 
︶
が
ど
う
動
け
ば
誰
も
が
ベ

ス
ト
を
尽
く
せ
る
か
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
づ

く
り
が
必
要
で
、
失
敗
を
重
ね
て
ノ
ウ
ハ

ウ
を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、

開
次
さ
ん
が
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
ま
で

出
演
者
の
力
を
引
き
上
げ
る
に
は
、
な
る

べ
く
障
が
い
に
つ
い
て
の
情
報
は
伝
え
な

い
。
伝
え
て
し
ま
う
と
、
開
次
さ
ん
自
ら

が
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
し
ま
う
か
ら
。
そ

の
か
わ
り
、
開
次
さ
ん
の
や
り
た
い
こ
と

と
ア
ク
セ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
す
り

合
わ
せ
が
重
要
で
し
た
。

森
山　

僕
が
「
こ
ん
な
こ
と
も
、
あ
ん
な

こ
と
も
で
き
る
」
と
上
を
目
指
し
て
い
く

と
、
ア
ク
セ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
「
今

の
ジ
ャ
ン
プ
は
ち
ょ
っ
と
…
…
」
と
か
「
休

憩
入
れ
て
く
だ
さ
い
」
と
気
づ
い
て
く
れ

る
。
だ
か
ら
思
い
き
り
や
れ
る
ん
で
す
。

栗
栖　

私
と
し
て
は
、
２
０
１
４
年
か
ら

準
備
を
し
て
２
０
１
６
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ス
テ
ー
ジ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
担
当
し
た
経
験
を
踏
ま

え
て
、
２
０
１
７
年
に
や
っ
と
「
こ
の
や
り

対　談

栗
栖
良
依

認
定
N
P
O
法
人

ス
ロ
ー
レ
ー
ベ
ル 

理
事
長

森山開次
ダンサー・振付家
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栗栖良依 くりす・よしえ
アートの力で異文化の人や企業をつなぐプロジェクトを多く手がける。
2015年より障害のある人の舞台芸術におけるアクセシビリティを改
善する活動を展開。ヨコハマ・パラトリエンナーレ総合ディレクター。
東京2020パラリンピック開閉会式ステージアドバイザー。

※3 人や場所によって必要な情報やサポートを行えるよう、個別に
状況をよく聞き、参加までの不安やストレスを最小限にする。
また、現場での体調や精神状態をチェックし、必要に応じて
ケアを行う。看護師資格をもつメンバーなどにより、ケアだけ
でなく、自分の判断で動けるようにサポートしていく。

※2 ダンサーや役者などが多く、年齢、性別、アート経験の有無を
乗り越えて関係を築き、創作の可能性を一緒に広げる「伴奏
者」として活動に取り組む。物理的・心理的な困難を、創作
者という同じ立場で寄り添いながら乗り越える方法を一緒に
探り、隠れた創造性を見つけ、引き出し合う。

※1 2015年に総合演出・栗栖良依のもと活動をスタートした、様々
な分野のアーティストと、年齢、性別、国籍、障がいの有無を
超えた多様な市民が協働して創作する市民参加型パフォーマ
ンスプロジェクト。2017年は、2月と11月に公演を行った。

2017年2月に開催された「SLOW MOVEMENT」　写真：川瀬一絵 

協働する場づくりにどのように取り組み、

障がいの有無にかかわらず

成功させたのか。

ステージアドバイザーを務めた

栗栖良依さんと、

演出・チーフ振付の森山開次さん

に伺いました。

方
で
な
ら
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
で
き

る
」
と
思
え
る
と
こ
ろ
ま
で
き
ま
し
た
ね
。 

森
山　

そ
う
で
す
ね
。
こ
の
２
０
１
７
年

が
僕
と
栗
栖
さ
ん
に
よ
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

 

一
人
ひ
と
り
が

 

「
個
」性
で
あ
る
こ
と

─
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
だ
か
ら
こ

そ
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
は
？

栗
栖　

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
す
ね
。
誰
に

で
も
平
等
に
挑
戦
の
機
会
を
与
え
た
か
っ

た
。
ま
た
、
個
性
と
同
じ
く
ら
い
社
会
性

も
み
て
選
考
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ス
ト
約
７

０
０
人
、
ス
タ
ッ
フ
約
１
２
０
０
人
も
い

る
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
必
須
。

で
も
い
ろ
ん
な
疾
患
や
障
が
い
を
抱
え
て

い
て
、
ち
ゃ
ん
と
リ
ハ
ー
サ
ル
や
本
番
に

来
ら
れ
な
い
障
が
い
者
も
い
る
ん
で
す
。

そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
か
に
放
り

込
ま
れ
た
経
験
が
な
い
人
も
多
い
。
だ
か

ら
開
会
式
で
は
、
舞
台
に
立
つ
だ
け
で
な

く
、
社
会
性
を
身
に
つ
け
た
り
、
終
了
後

に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
の
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
に
貢
献
し
て
く
れ
た
ら
、
と
願
っ

て
い
ま
し
た
。

森
山　

そ
の
結
果
、
い
ろ
ん
な
リ
ー
ダ
ー

が
生
ま
れ
ま
し
た
ね
。
障
が
い
の
あ
る
方

だ
け
で
な
く
、
健
常
者
の
ダ
ン
サ
ー
に
も

芽
吹
き
が
あ
り
ま
し
た
。
ダ
ン
サ
ー
は

日
々
身
体
を
通
し
て
、
年
齢
や
国
籍
な
ど

様
々
な
条
件
の
人
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

は
実
感
し
て
い
る
は
ず
で
す
が
、
特
定
の

「
場
」
の
な
か
で
多
様
性
に
向
き
合
う
経
験

は
あ
ま
り
な
い
。

栗
栖　

参
加
し
た
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー
の
９
割

以
上
が
障
が
い
の
あ
る
人
と
踊
っ
た
経
験

の
な
い
人
た
ち
で
し
た
ね
。
あ
る
ダ
ン

サ
ー
は
「
自
分
は
サ
ポ
ー
ト
す
る
側
か
と

思
っ
て
い
た
ら
、
み
ん
な
が
と
て
も
個
性

的
で
『
こ
の
ま
ま
で
は
負
け
る
！
﹄
と
本

気
を
出
し
た
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

森
山　

目
の
前
に
い
ろ
ん
な
個
性
が
ハ
ッ

キ
リ
と
存
在
し
て
い
た
か
ら
「
俺
っ
て
何

ぞ
や
？
」
と
闘
志
を
燃
や
し
た
と
思
う
。

僕
も
そ
う
で
し
た
。

栗
栖　

私
た
ち
も
、
そ
の
個
人
が
一
番
輝

く
見
せ
方
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
ね
。
や
っ

ぱ
り
「
多
様
性
の
た
め
に
車
椅
子
の
人
を

出
演
さ
せ
よ
う
」
み
た
い
な
考
え
は
本
当

の
多
様
性
で
は
な
い
で
す
か
ら
。
だ
か
ら

開
会
式
を
見
た
人
は
、
障
が
い
者
が
約
１

６
０
人
も
い
た
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
障
が
い
で
は
な
く「
こ

の
人
、
面
白
い
ね
」
と
一
人
ひ
と
り
の
個

性
を
楽
し
め
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
、

開
会
式
を
見
て
「
自
分
も
や
っ
て
み
た
い
」

と
思
っ
て
く
れ
た
人
た
ち
の
未
来
に
つ
な

が
る
よ
う
な
レ
ガ
シ
ー
と
な
る
企
画
を
つ

く
り
た
い
で
す
。

森
山　

そ
の
た
め
の
作
戦
会
議
を
今
、
栗

栖
さ
ん
と
進
め
て
い
ま
す
。

 

劇
場
が

 

共
生
の
場
と
な
る
た
め
に

─
共
生
社
会
の
た
め
に
劇
場
や
ホ
ー
ル

が
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

森
山　

こ
の
神
奈
川
に
は
素
敵
な
劇
場
が

あ
り
、
先
日
は
神
奈
川
県
立
音
楽
堂
の
ロ

ビ
ー
や
階
段
な
ど
で
義
足
の
ダ
ン
サ
ー
大

前
光
市
く
ん
と
二
人
で
踊
ら
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
︵
P
20
に
詳
細
︶。
ま
た
Ｋ
Ａ
Ａ

Ｔ
主
催
公
演
の
『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
﹄

の
演
出
で
、
Ｋ
Ａ
Ａ
Ｔ
ほ
か
全
国
16
も
の

会
場
で
ツ
ア
ー
を
組
ん
で
い
た
だ
い
た
時

は
、
Ｋ
Ａ
Ａ
Ｔ
の
横
の
つ
な
が
り
が
あ
っ

て
実
現
し
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
地
域

の
特
色
が
あ
る
施
設
同
士
の
つ
な
が
り
も

生
か
し
な
が
ら
、
単
な
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト

で
な
く
、
様
々
な
人
が
集
ま
れ
る
場
所
に

な
っ
て
い
く
と
い
い
な
と
い
う
期
待
が
あ

り
ま
す
。

栗
栖　

Ｋ
Ａ
Ａ
Ｔ
に
は
全
国
か
ら
人
が
集

う
グ
ロ
ー
カ
ル
な
強
さ
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

そ
の
よ
う
な
劇
場
が
先
進
的
な
共
生
テ
ー

マ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

全
国
に
波
及
し
て
い
く
こ
と
も
期
待
し
て

い
ま
す
。
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※2 村上春樹の同名短編小説を、濱口竜介と大江崇允が共同で脚本
を執筆し映画化。第74回カンヌ国際映画祭 脚本賞ほか、全4冠
を獲得した。2022年1月現在、全国で公開中。

※1 新型コロナの拡大、そしてそれに伴う自粛要請によって経営の
ひっ迫している小規模映画館を支援することを最大の目的とした
プロジェクト。

©️2021『ドライブ・マイ・カー』製作委員会

聞き手・文：小原明子　写真：菅原康太

―
濱
口
監
督
は
深
田
晃
司
監
督
と
共
に
発
起

人
と
な
り
、
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
・
エ
イ
ド
基
金

（
※
１
）
を
立
ち
上
げ
、
約
３
万
人
か
ら
の
支
援

を
集
め
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
再

認
識
し
た
「
映
画
館
と
い
う
場
の
可
能
性
」
は

あ
り
ま
し
た
か
？

映
画
館
は
多
く
の
人
に
と
っ
て
、「
人
生
の

軸
」
と
な
る
よ
う
な
深
い
体
験
を
得
ら
れ
る
場

で
あ
る
こ
と
を
可
視
化
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

し
た
。
特
に
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
で
は
、
様
々
な
国

や
年
代
、
テ
ー
マ
を
捉
え
、「
わ
か
り
や
す
さ
」

と
は
対
照
に
あ
る
多
様
な
映
画
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。「
わ
か
ら
な
さ
」
を
受
け
入
れ
る

と
い
う
体
験
は
、
共
生
社
会
の
醸
成
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

映
画
館
は
「
自
分
と
は
違
う
他
人
」
の
「
違
う

感
じ
方
」
を
目
の
当
た
り
に
す
る
場
で
も
あ
り

ま
す
。「
他
者
と
違
う
ま
ま
に
い
ら
れ
る
」
と
い

う
意
味
で
の
可
能
性
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

―
『
ド
ラ
イ
ブ
・
マ
イ
・
カ
ー
』（
※
２
）
で

は
、
手
話
も
含
め
た
異
な
る
言
語
で
セ
リ
フ
を

言
い
合
う
多
言
語
演
劇
（
右
下
写
真
）
が
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

多
言
語
演
劇
で
は
、
役
者
が
相
手
の
言
葉
を

十
分
に
理
解
で
き
な
い
た
め
、
高
い
集
中
力
で

接
し
て
い
な
い
と
演
技
が
で
き
な
い
状
況
が
生

ま
れ
ま
す
。
俳
優
に
は
、
対
話
に
お
け
る
〝
身

体
の
反
応
”
を
大
切
に
し
た
演
技
を
し
て
も
ら

い
た
か
っ
た
の
で
、
こ
の
方
法
を
取
り
入
れ
ま

し
た
。
手
話
は
「
嘘
を
つ
い
た
ら
バ
レ
て
し
ま
う
」

と
感
じ
る
ほ
ど
、
相
手
を
よ
く
見
る
必
要
が
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
よ
り
率
直
な
表
現

が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
い
、
言
語
の
一
つ
と
し
て

扱
い
ま
し
た
。

―
一
方
で
、
多
言
語
の
人
と
共
に
制
作
す
る
過

程
に
は
、
多
く
の
困
難
が
伴
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
想
像
す
る
の
で
す
が
。

異
な
る
言
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
成
立

さ
せ
る
の
は
、
や
は
り
大
変
な
こ
と
で
す
。
本
作

で
も
、
一
つ
ひ
と
つ
の
言
語
を
通
訳
す
る
膨
大
な

プ
ロ
セ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。「
多
様
な
人
が
共
生
す

る
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
困
難
や
痛
み
も

伴
う
し
、
実
現
し
よ
う
と
す
る
側
の
覚
悟
も
必
要

で
す
。
そ
の
共
通
認
識
を
も
つ
た
め
に
議
論
を
重

ね
て
い
く
こ
と
が
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

 ﹁
わ
か
ら
な
さ
﹂を
受
け
入
れ
る
と
い
う
体
験
は
、

共
生
社
会
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
︱
︱

PROFILE

2021年『ドライブ・マイ・カー』で
第74回カンヌ国際映画祭コンペティション部門脚本賞ほか3賞を受賞。
同年に第71回ベルリン国際映画祭銀熊賞（審査員グランプリ）を
受賞した『偶然と想像』は
Bunkamuraル・シネマほかで12月17日より全国公開。
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※2 個人やグループにより自由な手法で自主制作される冊子。本企画
では路上園芸の歴史、地域住民の聞き取りや写真等をまとめた。

※1 9名の建築家やアーティストが新国立競技場を中心とする複数の
場所に建物やオブジェを設置し、自由で新しい都市のランドスケー
プを提案した。

『ストリート ガーデン シアター』会期中の様子　写真：Yurika Kono

聞き手・文：山川 陸　写真：菅原康太

―
『
ス
ト
リ
ー
ト 

ガ
ー
デ
ン 

シ
ア
タ
ー
』
は
、

ど
の
よ
う
に
構
想
し
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

現
代
の
都
市
っ
て
表
面
的
に
は
き
れ
い
に

な
っ
た
け
れ
ど
、
い
ろ
い
ろ
隠
さ
れ
て
い
ま
す

よ
ね
。
か
つ
て
は
駅
前
も
商
店
街
も
様
々
な
人

の
訪
れ
る
雑
多
さ
の
あ
る
「
広
場
」
で
、
そ
ん

な
場
所
を
改
め
て
つ
く
れ
な
い
か
と
考
え
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
歌
舞
伎
や
能
の
よ
う
な
芸
能
が

演
じ
ら
れ
る
こ
と
で
特
別
な
時
空
間
が
つ
く
ら

れ
て
き
た
「
道
」
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
ス

ト
リ
ー
ト
は
劇
場
の
起
源
で
あ
り
、
ま
た
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
な
「
広
場
」
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
期
間
、
こ
こ
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
が

自
由
に
発
表
さ
れ
た
ら
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。

―
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
企
画
が
延
期
さ
れ
、

藤
原
さ
ん
の
パ
ビ
リ
オ
ン
は
「
劇
場
の
よ
う
な

道
」
か
ら
「
植
物
と
人
の
た
め
の
劇
場
」
へ
と

変
化
し
ま
し
た
ね
。

都
市
か
ら
広
場
の
よ
う
な
雑
多
さ
が
消
え
て

い
る
理
由
の
一
つ
は
、
人
々
が
あ
ま
り
に
速
く

動
き
す
ぎ
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
以

前
の
よ
う
に
動
き
回
れ
ず
家
族
と
近
所
で
過
ご

す
な
か
で
、
外
か
ら
何
か
持
っ
て
く
る
の
で
は

な
く
、
自
分
の
ま
わ
り
を
耕
し
て
い
く
よ
う
な

時
代
が
来
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
土
地

に
植
物
を
生
や
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
続
け
る

こ
と
で
広
場
を
つ
く
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
変
え

ま
し
た
。
毎
日
み
ん
な
で
水
や
り
を
し
て
、
植

物
の
こ
と
を
考
え
る
。
普
段
の
仕
事
や
打
ち
合

わ
せ
も
そ
こ
で
し
て
、
リ
サ
ー
チ
を
ま
と
め
た
Z
I 

N
E
︵
※
２
︶
を
つ
く
っ
た
り
、
様
々
な
活
動
を

見
せ
る
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。

―「
劇
場
」
と
し
て
つ
く
っ
て
み
て
、
ま
ち
の
反

応
は
？

き
れ
い
な
都
市
公
園
で
は
な
く
雑
多
な
裏
庭
の

よ
う
に
つ
く
る
と
、
パ
ッ
と
見
て
す
ぐ
帰
る
人
も

い
れ
ば
、
ず
っ
と
く
つ
ろ
ぐ
人
も
い
ま
す
。
終
了

後
に
育
て
た
植
物
を
配
布
し
た
の
で
す
が
、
毎
日

見
て
い
ま
し
た
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
人
も
い
ま

し
た
。
劇
場
も
、
そ
の
土
地
に
根
を
生
や
す
と
い

う
感
覚
が
大
切
で
、
公
演
が
な
く
て
も
動
い
て
い

る
こ
と
を
市
民
に
見
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

何
と
な
し
に
く
つ
ろ
い
で
い
た
ら
自
然
に
文
化
に

触
れ
ら
れ
て
し
ま
う
「
広
場
」
が
文
化
の
多
様
さ

を
下
支
え
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

文
化
の
多
様
さ
を

下
支
え
す
る
の
が﹁
広
場
﹂︱
︱

PROFILE

1975年横浜生まれ。横浜国立大学大学院修士課程修了。
2001年～2012年隈研吾建築都市設計事務所。2012年～横浜国立大学大学院Y-GSA准教授。

一般社団法人ドリフターズインターナショナル理事。
建築設計のみならずアートプロジェクトにも多数関わる。
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最
近
“
事
実
”
と
“
真
実
”
の
違
い

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
作

品
が
あ
り
ま
し
た
。

一
つ
は
私
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め

る
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
！
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
！

―
生
き
方
が
か
た
ち
に
な
っ
た
ま
ち
―
」

で
の
こ
と
で
す
。
２
０
２
０
年
に
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
集
団
の
オ
ル
太
を
招
聘
し
、

墨
田
区
の
歴
史
に
ま
つ
わ
る
リ
サ
ー
チ

を
も
と
に
映
像
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
発
表
し
ま
し
た
。
題
材
と
な
っ
た
の

は
、
関
東
大
震
災
時
の
朝
鮮
人
虐
殺
や
、

隅
田
川
流
域
で
の
皮
革
産
業
な
ど
。
さ

ら
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
は
街
中
の
飲

み
屋
で
出
会
っ
た
地
元
住
民
の
生
々
し

い
話
ま
で
、
様
々
な
「
語
り
」
を
紡
い

で
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、２
０
１
９
年
に
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
た
﹃
逡
巡
の
た
め
の
風
景
﹄
に
お

い
て
八
幡
亜
樹
が
発
表
し
た
︽
△
︾
は
、

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
の
女
性
が
見
て

「
出
羽
守
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
…
…
で
は
」
と
、
何
か
と
い
う
と
「
で

は
」
ば
か
り
を
上
か
ら
目
線
で
連
発
す

る
人
。
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
劇
場
に

つ
い
て
な
ら
、「
フ
ラ
ン
ス
で
は
…
…
」

「
ド
イ
ツ
で
は
…
…
」
と
、
西
洋
の
劇
場

に
つ
い
て
物
知
り
顔
で
い
ろ
い
ろ
な
無

理
難
題
を
提
案
す
る
と
思
わ
れ
て
い
る

人
の
こ
と
で
す
。

「
出
羽
守
」
が
い
る
一
方
で
、「
フ
ラ

ン
ス
」
や
「
ド
イ
ツ
」
な
ん
て
関
係
な

い
と
強
く
反
発
す
る
人
が
い
ま
す
。「
ア

ン
チ
出
羽
守
」
で
す
。
ア
ン
チ
な
の
で
、

「
出
羽
守
」
の
提
案
に
ま
っ
た
く
耳
を
傾

け
ず
、
観
客
と
か
市
場
と
か
を
信
じ
る

と
称
し
て
、
刹
那
的
に
い
ろ
い
ろ
と
や

り
ま
す
。
な
の
で
、「
ア
ン
チ
出
羽
守
」

は
、
た
い
て
い
、
現
状
肯
定
に
な
り
ま

す
。日

本
は
明
治
以
降
西
洋
化
し
た
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
21
世
紀
に
も
な

れ
ば
、「
…
…
で
は
」
と
か
言
わ
れ
な
く

て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
す
が
、「
劇

場
」
に
、
こ
れ
ま
た
危
う
い
概
念
の
極

地
で
あ
る
「
公
共
」
が
ひ
っ
つ
い
て
「
公

共
劇
場
」
に
な
っ
た
の
で
、「
出
羽
守
」

と
「
ア
ン
チ
出
羽
守
」
の
戦
場
＝
論
争

の
場
と
化
す
は
ず
で
し
た
。
し
か
し
、

少
数
の
例
外
を
除
い
て
そ
う
は
な
ら
ず
、

行
政
と
市
場
＝
資
本
の
顔
色
を
う
か
が

う
「
ア
ン
チ
出
羽
守
」
に
よ
っ
て
、
独

し
ま
う
幻
視
の
子
ど
も
に
つ
い
て
の
語

り
か
ら
始
ま
る
も
の
で
し
た
。
幻
視
の

子
ど
も
に
握
る
お
に
ぎ
り
か
ら
、
物
語

は
児
童
養
護
施
設
、
農
家
へ
と
転
々
と

流
転
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
作
品
で
描
か
れ
て
い
る
こ

と
は
、
厳
密
な
調
査
に
基
づ
く
歴
史
で

も
、
客
観
的
に
整
合
性
が
取
れ
る
経
験

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
客
観
的

な
事
実
で
な
く
と
も
、
当
事
者
に
と
っ

て
の
代
え
が
た
い
真
実
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
は
客
観
的
な
事

実
の
み
の
世
界
を
生
き
ら
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
歴
史
の
中
の
個
々
人

の
葛
藤
に
も
、
認
知
症
当
事
者
が
見
て

い
る
景
色
に
も
、
自
分
と
い
う
存
在
を

肯
定
す
る
た
め
に
必
要
な
真
実
が
存
在

す
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、そ

ん
な
真
実
も
時
と
し
て
独
り
よ
が
り
に

な
っ
た
り
、
他
者
と
の
間
に
ズ
レ
が
生

じ
る
も
の
で
す
。
そ
う
し
た
一
人
ひ
と

り
の
真
実
に
耳
を
傾
け
る
寛
容
性
を
生

む
技
術
が
、
ア
ー
ト
に
は
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

事
実
だ
け
を
頼
り
に
し
て
い
る
と
、

目
の
前
の
人
に
と
っ
て
の
真
実
に
ま
で

想
像
を
膨
ら
ま
す
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
真

実
と
辛
抱
強
く
向
き
合
い
対
話
を
続
け

る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
共
生
社
会
に

求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
の
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
芸
術
と
エ
ン
タ
メ
の
境
界
が
な
く

な
り
、
公
共
劇
場
で
や
っ
て
い
る
演
目

と
商
業
劇
場
で
や
っ
て
い
る
演
目
に
、

何
の
違
い
も
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
つ

い
で
に
い
え
ば
、
入
場
料
の
違
い
も
、
目

立
つ
ほ
ど
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
に
い
わ
ゆ
る
コ
ロ
ナ
禍
が
来
ま

し
た
。
そ
の
な
か
で
「
公
共
劇
場
」
は
、

こ
れ
ま
で
の
商
業
化
を
加
速
さ
せ
る
だ

け
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
今
こ
そ
立
ち

止
ま
っ
て
「
公
共
」
や
「
劇
場
」
を
再

定
義
し
よ
う
と
す
る
の
か
。
も
し
後
者

で
あ
る
な
ら
、「
出
羽
守
」
に
も
出
番
が

回
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
や
、

現
状
肯
定
を
望
ま
な
い
の
な
ら
、「
出
羽

守
」
の
話
に
︵
も
︶
耳
を
傾
け
る
べ
き

だ
、
と
な
る
は
ず
な
の
で
す
。

KAAT神奈川芸術劇場 ホール

オル太『超衆芸術スタンドプレー　夜明けから夜明けまで』
（2020年、北條工務店となり、主催：東京都、公益財団法
人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京、一般社
団法人藝と） 写真：縣 健司

内野 儀［うちの・ただし］ 1957年京都生まれ。東京大学名誉教授。学習院女子
大学教授。専門は表象文化論。著書に『メロドラマの逆襲』（1996）、『メロドラマ
からパフォーマンスへ』（2001）、『Crucible Bodies』 （2009）。『「Ｊ演劇」の場所』

（2016）など。（公財）神奈川芸術文化財団理事。

青木 彬［あおき・あきら］ 1989年生まれ。東京都出身。アートを「よりよく生きるた
めの術」と捉え、アーティストや企業、自治体と協同して様々なアートプロジェクトを企
画している。主な活動に「黄金町バザール2017」アシスタントキュレーター、『素が出
るワークショップ』（学芸出版）編著。

青木 彬（インディペンデント・キュレーター）

内野 儀（演劇批評）

「出
で わ の か み

羽守」の話に（も）耳を傾けるために―コロナ禍と公共劇場

それぞれの真実に寄り添うこと

C O L U M NC O L U M N
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リニューアルをした本誌では、毎号、以下のコンテンツをお届けします。

今号では、「キッズプログラム」や「ダンスプログラム」の複数のレビューと総論により、
2021年度に県内を中心に開催されたアートシーンをふりかえります。

アートシーンプレイバック

2021年の春に始まったクラシック音楽の新シリーズ「C×（シー・バイ）」から、
「C×C（シー・バイ・シー） 作曲家が作曲家を訪ねる旅」を紹介します。

C × ( シー・バイ) シリーズ

普段は縁の下の力持ちとして様々なかたちで公演を支え、
「舞台裏」で活躍するスタッフの技術やその仕事について取り上げます。

今回は［衣装デザイナー編］をお届けします。

公演の舞台裏
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困
難
の
な
か
開
催
さ
れ
た

キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
０
２
０
年
初
頭
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ

ナ
の
流
行
と
そ
の
対
策
に
よ
り
、
全
国
各

地
の
文
化
施
設
は
、
多
く
の
事
業
が
中
止

や
延
期
、
規
模
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
例
年
は
夏
休
み
時
期
に
開
催
さ
れ

る
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
同
様
で
す
。
け

れ
ど
も
、
マ
ス
ク
や
消
毒
、
換
気
な
ど
感

染
対
策
を
十
分
に
施
し
、
好
評
の
う
ち
に

終
了
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
マ
ナ
ー
を
守
り
な
が
ら
も
、
め
い
っ

ぱ
い
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
各
会
場

で
見
ら
れ
ま
し
た
。

神
奈
川
芸
術
文
化
財
団
の

取
り
組
み

県
民
ホ
ー
ル
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
に

ホ
ー
ル
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
イ
ベ
ン

ト
﹃
オ
ー
プ
ン
シ
ア
タ
ー
２
０
２
１
﹄
を

５
月
に
開
催
。
コ
ン
サ
ー
ト
や
展
覧
会
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
め
る

一
日
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
も

楽
し
め
る
オ
ペ
ラ
﹃
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー

テ
ル
﹄
を
、
海
老
名
と
横
須
賀
で
上
演
し

て
い
ま
す
。
K
A
A
T
は
、
ダ
ン
ス
公
演

﹃
ク
ク
ノ
チ 

テ
ク
テ
ク 

マ
ナ
ツ
ノ 

ボ
ウ
ケ

ン
﹄
を
開
催
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
観

客
も
ダ
ン
ス
に
参
加
し
、
表
現
の
楽
し
さ

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
音
楽
堂

で
は
、﹃
み
ん
な
ー
！
た
の
し
い
音
楽
始
め

る
よ
、
あ
っ
つ
ま
れ
ー
！
﹄ 

を
開
催
、
観

写真：青柳 聡

写真：大洞博靖

会場｜KAAT神奈川芸術劇場 大スタジオ
日程｜2021年7月12日～19日
主催｜KAAT神奈川芸術劇場

振付家の北村明子と現代美術家の大小島真木に
よる新作ダンス公演。夏休み、とある公園で木の神

「ククノチ」に出会った子どもたちが、冒険のなかで
自然や祖先との関わりを学んでいく物語。開演前に
は「お面づくり体験」や、「5分間ダンスレッスン」を
実施。公演中につくったお面をかぶって、観客と
演者が一緒に踊る時間は非常に盛り上がりました。

KAATキッズ・プログラム２０２１
『ククノチ テクテク
 マナツノ ボウケン』

会場｜神奈川県立音楽堂
日程｜2021年7月30日
主催｜神奈川県立音楽堂

音楽家の大友良英が率いるスペシャルビッグバンドによるコン
サート。観客は音の出るものを持参し、ビッグバンドの演奏に合わ
せて音を鳴らしたり、指揮者を体験したり、時には盆踊りを踊ったり
と体全体で音楽を楽しみました。演奏中も出入り自由、観客席
を真っ暗にはせず、コンサートが初めての子どもたちも快適に
過ごせるような環境づくりも行いました。（P7にインタビューあり）

子どもと大人の音楽堂〈子ども編〉
『みんなー！ たのしい音楽始めるよ、
 あっつまれー！』 

KIDS

2021年度のキッズプログラムをふりかえる

文：浦島茂世（フリーライター）

子どもたちに、芸術や美術を身近に、楽しく感じてもらいたいという願いで、各地の劇場・ホールや美術館、
団体が子どものための「キッズプログラム」を開催しています。神奈川県下、そして全国の取り組みを紹介します。



19 ｜ アートシーンプレイバック

客
が
演
奏
に
参
加
す
る
こ
と
で
会
場
全
体

が
一
体
と
な
り
ま
し
た
。

神
奈
川
県
下
注
目
の
取
り
組
み

キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
神
奈
川
県
下
で

積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
１

年
８
月
か
ら
10
月
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
た

日
本
最
大
級
の
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「Dance Dance Dance @
 YOKOHAM

A 

２
０
２
１
」
で
は
、
横
浜
市
の
小
中
学
校

な
ど
に
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
出
向
く

「
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
ダ
ン
ス
」
を
開
講
。

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
プ
ロ
の
表
現

に
触
れ
、
自
ら
も
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

平
塚
市
美
術
館
︵
平
塚
市
︶
で
は
乳
幼
児

向
け
の
屋
外
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
キ
ッ
ズ

ア
ー
ト
・
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
を
年
間
を
通
し

て
開
催
。
子
ど
も
た
ち
は
芝
生
の
上
で
の

び
の
び
と
ア
ー
ト
を
体
験
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
は
大
規
模
改
修
の
た
め
長
期

休
館
中
の
横
浜
美
術
館︵
横
浜
市
︶は
、
学

芸
員
ら
が
横
浜
市
内
の
文
化
施
設
な
ど
を

訪
れ
、
レ
ク
チ
ャ
ー
や
体
験
講
座
を
行
っ

て
い
ま
す
。

全
国
各
地
に
見
ら
れ
る
、

枠
組
み
を
超
え
た
取
り
組
み

全
国
で
は
、
従
来
の
枠
組
み
に
と
ら
わ

れ
ず
、
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る
試
み
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
11
月
に
正
式
開
館
し

た
八
戸
市
美
術
館
︵
青
森
県
八
戸
市
︶
で

は
、
小
中
高
生
が
同
じ
場
所
で
、
同
じ

テ
ー
マ
・
素
材
で
作
品
を
つ
く
り
、
鑑
賞

す
る
「
小
中
高
同
じ
テ
ー
マ
で
作
品
づ
く

り 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
、
学
校
や
年
齢

の
壁
を
越
え
た
芸
術
活
動
の
試
み
が
開
館

前
か
ら
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
︵
京
都
府
京
都
市
︶

の
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト「
プ
レ
イ
!
シ
ア
タ
ー 

in Sum
m

er

２
０
２
１
」
で
は
、
プ
ロ
俳

優
の
芝
居
に
対
し
て
子
ど
も
た
ち
が
「
演

出
」
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
ド
ラ
ァ

グ
ク
イ
ー
ン
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
年
を
追
う
ご
と

に
進
化
し
て
い
ま
す
。
全
国
各
地
で
開
催

さ
れ
る
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
動
き
と
発

展
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

狂言『二人大名』（大蔵流）　写真：尾形美砂子

あーすぷらざでの会場風景

海老名公演より　写真：岩田えり

会場｜神奈川県内11会場を巡回中
日程｜2021年9月～2022年3月
主催｜神奈川県、神奈川県立地球市民かながわプラザ

1981年から隔年で開催されている、児童画の展覧
会です。21回目となる今回は世界58の国と地域
及び神奈川県内と全国の外国人学校から、合計
8,062点の応募があり、520点の作品が入賞しまし
た。ちなみに、ビエンナーレとはイタリア語で2年に
1度行われる美術展覧会を意味します。入賞者の
作品は、展覧会だけでなくウェブサイトからも閲覧で
きるようになっており、ビエンナーレ応募者も現地に
いながら閲覧することができます。

第21回カナガワビエンナーレ
国際児童画展

会場｜海老名市文化会館、ヨコスカ・ベイサイド・ポケット
日程｜2021年7月17日（海老名）、7月24日（横須賀）
主催｜神奈川県民ホール

ドイツのメルヘン・オペラ『ヘンゼルとグレーテル』の魅
力を凝縮した60分のスペシャル版。本作品は2018
年に神奈川県民ホールで生まれ、一昨年に引き続き、
県内を巡回公演しました。やさしいママと怖い魔女の
一人二役を演じるのはソプラニスタ（男性ソプラノ歌
手）として知られる岡本知高。彼を始め4人の歌手の
迫力ある歌声と、軽やかなピアノ演奏、そして日本語
オリジナル台本によって、はじめてオペラ鑑賞をす
る方でも非常にわかりやすい内容となりました。

みんなでたのしむオペラ 
『ヘンゼルとグレーテル』

会場｜横浜能楽堂
日程｜2021年8月1日
主催｜横浜能楽堂（公益財団法人横浜市芸術文化振興財団）

横浜能楽堂で夏休みの時期に毎年開催されている子ども
のための狂言公演です。演目は、二人の大名が、鶏や犬、
起き上がり小法師のものまねをさせられる『二人大名』と柿
を盗んだ山伏が動物のものまねで何とかごまかそうとする『柿
山伏』。2曲を鑑賞後、人間国宝として知られる狂言方の
山本東次郎が狂言の面白さをわかりやすく解説しました。

普及公演「横浜狂言堂」
〈こども狂言堂〉

KIDS
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DA
NC

E

神
奈
川
に
お
け
る
ダ
ン
ス
の
拠
点
と
い

え
ば
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
1
号
館
で
し
ょ

う
。
こ
こ
で
開
催
さ
れ
る
「
ヨ
コ
ハ
マ
ダ

ン
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
１
９
９
６
年
開

始
か
ら
日
本
の
ダ
ン
ス
界
を
支
え
、
世
界

と
つ
な
げ
て
き
ま
し
た
。
例
年
２
月
開
催

で
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
「
Y
P
A
M -

横
浜
国
際
舞
台
芸
術
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
︵
旧

T
P
A
M
︶」
と
と
も
に
12
月
へ
の
移
行
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
他
に
も
様
々
な
自
主

企
画
の
ダ
ン
ス
公
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
K
A
A
T
神
奈
川
芸
術
劇
場
は
、
４
月

１
日
よ
り
新
芸
術
監
督
に
長
塚
圭
史
が
就

任
し
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
公
演
も
豊
富
で
、

こ
の
上
半
期
で
もDance Dance Dance@

Yokoham
a 

２
０
２
１︵
以
下
「
D
D
D
」︶の

﹃
エ
リ
ア
50
代
﹄、Dance Base Yokoham

a

︵
以
下
「
Dデ

イ

ビ

ー

a
B
Y
」︶
の
イ
ス
ラ
エ
ル
・

ガ
ル
バ
ン
公
演
の
ほ
か
、
北
村
明
子
演
出

振
付
の
キ
ッ
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
２
１

﹃
ク
ク
ノ
チ 

テ
ク
テ
ク 

マ
ナ
ツ
ノ
ボ
ウ
ケ

ン
﹄
は
広
い
世
代
に
好
評
で
、
鬼
才
・
岡

田
利
規
に
よ
る
新
作
能
な
が
ら
﹃
未
練
の

幽
霊
と
怪
物
―「
挫
波
」「
敦
賀
」―
﹄
で

は
森
山
未
來
と
石
橋
静
河
の
ダ
ン
ス
が
話

題
に
な
り
ま
し
た
。  

　「
D
D
D
」
は
３
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
、

我
が
国
で
も
最
大
規
模
の
ダ
ン
ス
の
祭
典

で
す
。
プ
ロ
の
舞
台
は
も
ち
ろ
ん
市
民
参

加
の
企
画
も
充
実
。
ス
ト
リ
ー
ト
や
商
業

施
設
の
広
場
な
ど
、
ま
ち
全
体
が
会
場
に

『A JOURNEY ～記憶の中の記憶へ』 写真：瀬戸秀美

会場｜横浜市内全域
日程｜2021年8月28日～10月17日（プレ期間＝5月1日

～8月27日、ポスト期間＝10月18日～11月30日）
主催｜横浜アーツフェスティバル実行委員会

KAAT神奈川芸術劇場では金森穣率いるNoism 
Company NiigataとDDDディレクター小林十市
……モーリス・ベジャールの「兄弟弟子」ともいうべ
き二人が出会った『A JOURNEY ～記憶の中の
記憶へ』。そして『エリア50代』では、近藤良平と
小林十市が日替わりでゲストを招き、今なお第一
線で踊り続ける50代のダンサーたちのリアルを描
きました。

「Dance Dance Dance
@ YOKOHAMA 2021」

会場｜オンライン
日程｜2021年8月から順次公開（現在もhttp://www.pref.kanagawa.

jp/docs/yi4/portal.htmlにて公開中）
主催｜神奈川県、公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組

織委員会

「共生社会の実現に向けて」をテーマに、神奈川県にゆかりのある様々
な分野のアーティストが参加し、作品は世界へ配信されました。ダンス
部門ディレクションはダンサー・振付家の森山開次。 ひびのこづえ（衣
装）、川瀬浩介（作曲家・美術家）との協働で、骨や内臓をモチーフに
コミカルな表現で国内外で上演を重ねる「LIVE BONE」シリーズに、
義足のダンサー・大前光市を招き、前川國男の代表建築・神奈川県
立音楽堂で撮影した新作を含む6本の映像が公開されています。

「Our Glorious Future
～ KANAGAWA 2021～」

2021年度のダンスプログラムをふりかえる

文：乗越たかお（作家・ヤサぐれ舞踊評論家）

神奈川における2021年度上半期（4～9月頃）のダンス公演をふりかえってみましょう。
コロナ禍と緊急事態宣言によって大きな制限を受けつつも、アーティストと関係者の努力と創意でいくつもの公演が実現しました。



21 ｜ アートシーンプレイバック

DA
NC

E

な
り
ま
す
。﹃
横
浜
ベ
イ
サ
イ
ド
バ
レ
エ
﹄

で
は
象
の
鼻
パ
ー
ク
に
特
設
舞
台
を
つ
く

り
ま
し
た
。
潮
風
の
中
で
、
遠
く
に
豪
華

客
船
の
汽
笛
を
聞
き
な
が
ら
﹃
ギ
リ
シ
ャ
の

踊
り
﹄﹃「
海
賊
」
よ
り 

パ
・
ド
・
ト
ロ
ワ
﹄

﹃
ボ
レ
ロ
﹄
を
鑑
賞
す
る
、
格
別
な
体
験
と

な
り
ま
し
た
。

今
回
の
D
D
D
は
世
界
的
に
活
躍
す
る

ダ
ン
サ
ー
小
林
十
市
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に

就
任
。
小
林
の
実
の
兄
弟
で
あ
る
落
語

家
・
柳
家
花
緑
の
﹃
お
さ
よ
︵
落
語
版
ジ

ゼ
ル
︶﹄
の
語
り
と
東
京
シ
テ
ィ
・
バ
レ
エ

団
の
﹃
ジ
ゼ
ル
﹄
の
共
演
と
い
う
画
期
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
現
し
ま
し
た
。
他
に

も
山
本
康
介
の
構
成･

演
出
で
新
旧
ダ
ン

ス
の
珠
玉
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
揃
え
た

﹃International Choreography 

× 
Japanese Dancers 

~
舞
踊
の
情
熱
~
﹄

や
、
D
D
D
初
の
グ
ラ
ン
ド
・
バ
レ
エ
公

演
と
し
て
東
京
バ
レ
エ
団
﹃
白
鳥
の
湖
﹄

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
新
し
く
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
な
ダ
ン
ス
環
境
の
整
備
と
ク
リ
エ
イ

タ
ー
育
成
に
特
化
し
た
事
業
を
企
画
・
運

営
す
る
ダ
ン
ス
ハ
ウ
ス
」
と
し
て
開
場
し

た
「
Dデ

イ

ビ

ー

a
B
Y
」
も
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

唐
津
絵
理
の
下
、
ダ
ン
サ
ー
へ
の
様
々
な

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
支
援
は
も
ち
ろ
ん
、
法

律
相
談
や
セ
ミ
ナ
ー
、「
ダ
ン
ス
の
ア
ク
セ

シ
ビ
リ
テ
ィ
を
考
え
る
ラ
ボ ~

視
覚
障
害

者
と
味
わ
う
ダ
ン
ス
観
賞
篇~

」
な
ど
、
日

本
の
ダ
ン
ス
環
境
そ
の
も
の
の
改
革
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
す
る
た
め
に
、
配
信

事
業
に
も
多
く
の
挑
戦
が
あ
り
ま
し
た
。

「Our Glorious Future ~KANAGAW
A

２
０
２
１~

」︵
※
1
︶
は
様
々
な
ジ
ャ
ン

ル
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
映
像
作
品
を
配
信
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
ダ
ン
ス
部
門
は
森
山
開

次
の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

横
浜
能
楽
堂
で
は
、
館
内
を
自
由
に
見

て
ま
わ
る
「
バ
ー
チ
ャ
ル
能
楽
堂
」
や
「
施

設
見
学
会
」
の
ほ
か
、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
能
」

公
演
動
画
も
期
間
限
定
で
公
開
し
ま
し
た
。

神
奈
川
県
の
60
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
の
皆

さ
ん
と
、
ダ
ン
サ
ー
の
安
藤
洋
子
が
新
た

な
ダ
ン
ス
表
現
を
創
り
出
す
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ル
バ
ー
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
成
果
発
表
と
し
て
2
本
の
映
像
作

品
を
公
開
し
ま
し
た
︵
２
０
２
１
年
３
月
︶。

ま
た﹃
ダ
ン
ス
縁
日
２
０
２
１
ス
ペ
シ
ャ

ル
ラ
イ
ブ 

象
の
鼻
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

vol.2 -

兆
し-

﹄
で
は
「
観
客
は
屋
外
」

「
演
者
は
室
内
」
と
分
け
、
コ
ロ
ナ
禍
を
逆

手
に
取
る
演
出
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

日
本
の
ダ
ン
ス
を
様
々
な
か
た
ち
で
支

え
て
き
た
神
奈
川
の
ダ
ン
ス
文
化
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
も
よ
り
強
く
観
客
に
ダ
ン
ス
を

届
け
て
き
た
の
で
す
。

※
1 

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

公
式
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。
正

式
名
称
は『
東
京 

2
0
2
0 N

IP
P

O
N

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「O
N

E
 –O

ur N
ew

 E
pisode- P

resented by 
Japan A

irlines

」O
ur G

lorious F
uture 

～

K
A

N
A

G
A

W
A

 
2
0
2
1
～ 

カ
ガ
ヤ
ク 

ミ
ラ
イ 

ガ 

ミ
エ

ル 

カ
ナ
ガ
ワ 

２
０
２
１
』。

『春の祭典』  写真：羽鳥直志

『WOLF』 写真：加藤 甫

『great journey 5th』　写真：菅原康太

住所｜神奈川県横浜市西区紅葉ケ丘9-1

紅葉坂ホールはDDDの落語版ジゼル『おさよ』を上演。スタジオ
HIKARIでは、若手の挑戦的な作品上演が続いています。平原慎太
郎率いるOrganWorksの『WOLF』は狼を通して生命の本質に迫る
作品。中村蓉『ジゼル』は、バレエの古典『ジゼル』にソロで挑戦しま
した。自身も日本舞踊の名取である中川絢音率いる水中メガネ∞のコ
ンテンポラリー・ダンスと、日本舞踊家の藤間涼太朗と花柳寿紗保美の
協働『しき』も新しい可能性を示しました。

神奈川県立青少年センター
紅葉坂ホール・スタジオHIKARI

住所｜神奈川県横浜市中区新港1-1-1

『great journey 5th』は、コンドルズの近藤良平とハナレグミの永積
崇が、世間話をしながらゆるゆるとダンスと音楽の時間が過ぎていく
好評シリーズ。「これぞソーシャル・ディスタンス・パフォーマンス！」と絶賛
を浴びた月灯りの移動劇場『Peeping Garden/re:creation』は、観客
が一人ずつ半個室の壁の覗き穴からパフォーマンスを見守る作品です。
そして『表現者たちーLiBERATiON』では世界的タップダンサーの
熊谷和徳が日替わりゲストを迎えて熱演しました。

横浜赤レンガ倉庫1号館

住所｜神奈川県横浜市中区北仲通5-57-2 KITANAKA BRICK&WHITE 
BRICK North 3階

革新的なフラメンコで評価の高いイスラエル・ガルバンを招聘し『春の
祭典』をKAATと愛知県芸術劇場で公演。さらに横浜市役所アトリ
ウムで『SOLO』を上演しました。
TRIAD DANCE PROJECT「ダンスの系譜学」は、『振付の原点』
と『振付の継承/再構築』を併演することで、ダンスの系譜をリアルに
探る企画。中村恩恵・酒井はな・安藤洋子がそれぞれ原点となっ
た作品と新作を一挙に踊る横浜トライアウトを上演しました。

Dance Base Yokohama（D
デ イ ビ ー

aBY）
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ご支援のお願い
神奈川芸術文化財団では、芸術を愛する個人の皆様、社会貢献活動にご関心のある企
業の皆様にお力添えをいただくため、賛助会員制度を設け広くご支援をお願いしています。
皆様のご理解とご支援をよろしくお願い申し上げます。
〇賛助会員：1年を通じて事業全般にご支援をいただきます。
〇個別協賛：特定の公演・事業にご支援をいただきます。
〇インターネット小口寄付：1口3,000円からインターネットで気軽にご寄付いただけます。

お問い合わせ・お申し込み
公益財団法人神奈川芸術文化財団　経営企画課
https://www.kanagawa-arts.or.jp/support
電話：045-633-3760 （9:00～17:00／土日祝日・年末年始を除く）

特典
〇ご芳名を掲載します。〇財団主催公演のなかから選定した公演にご招待いたします。
〇神奈川芸術プレスをお送りします。〇税制上の優遇措置があります。

五十音順·敬称略（2021年12月1日現在）

能舞台協賛：ナイス株式会社　協力：神奈川トヨタ自動車株式会社 / 株式会社崎陽軒 / 三菱地所株式会社
個別協賛：アクセンチュア 芸術部／Accenture Art Salon / ユカ·ツルノ·ギャラリー（匿名：2名）

協賛·協力

法人賛助会員：株式会社アクトエンジニアリング / アズビル株式会社 / 学校法人岩崎学園 / 株式会社ヴォートル / 株式会社エス·シー·アライアンス / 
株式会社ＮＨＫアート / 株式会社勝烈庵 / 一般財団法人神奈川県教育福祉振興会 / 公益財団法人神奈川県結核予防会 / 

株式会社神奈川孔文社 / 株式会社神奈川保健事業社 / 神谷コーポレーション株式会社 / 川本工業株式会社 / かをり商事株式会社 / 株式会社共栄社 / 
株式会社KSP / 株式会社合同通信 / 株式会社シグマコミュニケーションズ / 株式会社ジェイコム湘南·神奈川 / 株式会社清光社 / 月島機械株式会社 / 
株式会社テレビ神奈川 / 東工株式会社 / 株式会社日建設計 / 日産自動車株式会社 / 日成工事株式会社 / 日生商工株式会社 / 日総ブレイン株式会社 / 
日本発条株式会社 / 株式会社野毛印刷社 / パナソニックＬＳエンジニアリング株式会社 / 平安堂薬局 / 株式会社ホテル、ニューグランド / 
一般社団法人本牧関連産業振興協会 / 丸茂電機株式会社 / 三沢電機株式会社 / 株式会社 MERECOM / 森平舞台機構株式会社 / 
ヤマハサウンドシステム株式会社 / 株式会社有隣堂 / 株式会社豊商会 / 株式会社ユニコーン / 株式会社横浜アーチスト / 横浜新都市センター株式会社 / 
横浜信用金庫 / 弁護士法人横浜パートナー法律事務所 / 横浜ビルシステム株式会社 / 株式会社ワイイーシーソリューションズ（匿名：3社）
永年個人賛助会員：川村恒明　個人賛助会員：味田健一 / イシワタエミ / 岡田博子 / 小川浩 / 黒瀬博靖 / 小山明枝 / 佐々木順子 / 鈴木真由美 / 
髙岡俊之 / 高野伊久男 / 中澤守正 / 橋本尚子 / 藤原靖也 / 三澤孝至 / 渡邉政彦（匿名：3名）

賛助会員

公益財団法人神奈川芸術文化財団 賛助会員·協賛·協力·寄付 ご芳名

２
０
２
１
年
春
、
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル

は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
新
シ
リ
ー
ズ

「
C
×
（
シ
ー
・
バ
イ
）」
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。C

om
poser

、C
lassic

、

C
ontem

porary

―
様
々
な
「
C
」
を
掛

け
合
わ
せ
る
試
み
か
ら
、
今
回
は
、
過
去

の
偉
大
な
作
曲
家(C

om
poser)

と
、
今

を
生
き
る
気
鋭
の
作
曲
家(C

om
poser)

が
交
錯
す
る
「
C
×
C
（
シ
ー
・
バ
イ
・

シ
ー
） 

作
曲
家
が
作
曲
家
を
訪
ね
る
旅
」
を

紹
介
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
の
第
１
回
「
山
本
裕
之
×
武

満
徹
」
が
開
催
さ
れ
た
の
は
２
０
２
１
年

11
月
６
日
。
現
代
の
音
楽
シ
ー
ン
に
欠
か

せ
な
い
作
曲
家
の
一
人
、
山
本
裕
之
さ
ん
の

４
曲
と
、
没
後
25
年
の
20
世
紀
の
日
本
を

代
表
す
る
作
曲
家
・
武
満
徹
の
４
曲
が
交

互
に
、
若
手
を
中
心
と
し
た
実
力
派
の
演

奏
家
た
ち
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
山

本
さ
ん
の
１
曲
は
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
が

委
嘱
し
た
『
横
浜
舞
曲
』
の
初
演
で
し
た
。

「
武
満
徹
を
訪
ね
た
旅
」
は
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
の
か
、
山
本
さ
ん
に
お
聞
き
し

ま
し
た
。

「
偉
大
す
ぎ
る
武
満
と
並
べ
ら
れ
る
と
聞

い
た
当
初
は
自
分
と
の
接
点
が
見
つ
け
ら

れ
る
だ
ろ
う
か
と
す
ら
思
い
ま
し
た
。
初

期
か
ら
中
期
の
作
品
を
選
ん
だ
の
は
、
今

の
私
の
年
齢
よ
り
も
若
い
武
満
の
こ
と
を

深
く
知
り
た
か
っ
た
か
ら
。
ス
コ
ア
（
楽

譜
）
を
読
む
と
、
ふ
わ
り
と
し
た
曖
昧
な

音
響
を
書
く
作
曲
家
の
印
象
が
変
わ
り
、

音
に
対
し
て
厳
密
な
姿
勢
と
、
自
分
だ
け

の
音
楽
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
強
い
意
志
が

見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
武
満
に
呼

応
し
て
私
が
『
横
浜
舞
曲
』
を
書
く
に
あ

た
っ
て
は
、
武
満
の
使
用
し
た
ハ
ー
プ
の
特

殊
調
律
を
流
用
し
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

に
共
通
性
を
持
た
せ
た
こ
と
で
、
武
満
と

私
の
違
い
が
現
れ
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
。

演
奏
家
た
ち
の
反
応
も
加
味
さ
れ
て
、
と

て
も
面
白
い
試
み
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。」

 

「
C
×
C
」
の
第
２
回
「
川
上
統
×
サ
ン

=

サ
ー
ン
ス
」
は 

２
０
２
２
年
１
月
８
日

に
催
さ
れ
、
川
上
さ
ん
の
委
嘱
新
作
が
、
没

後 

１
０
０
年
を
迎
え
る
サ
ン=

サ
ー
ン
ス

の
『
動
物
の
謝
肉
祭
』
と
交
差
し
ま
し
た
。

今
後
、
様
々
な
か
た
ち
で
展
開
さ
れ
る
「
C

×
シ
リ
ー
ズ
」
で
音
楽
の
冒
険
が
楽
し
め

そ
う
で
す
。

―作曲家・山本裕之が武満徹を訪ねて

C×C 作曲家が
作曲家を訪ねる旅

シー・バイ・シー

聞き手・文：猪上杉子

C×（シー・バイ）シリーズ

主に独学で作曲を学ぶ。『弦
楽のためのレクイエム』（１９５
７）がストラヴィンスキーに絶賛
され、一躍世界に名が知れわ
たる。『ノヴェンバー・ステップ
ス』（１９６７）も代表的作品の
一つ。黒澤明、タルコフスキー
など映画との関わりも深い。

写真：大野隆介

［やまもと・ひろゆき］1967年生まれ。作曲
家。作品は日本、ヨーロッパ、北米等を中
心に演奏されている。演奏家や音楽団体
などから委嘱を受けて楽曲を提供する一方
で、コンサートの企画運営など様 な々活動を
展開している。武満徹作曲賞第1位

（2002）、第13回芥川作曲賞（2003）、第
51回神奈川文化賞未来賞（2002）などを
受賞。愛知県立芸術大学教授。

会場｜神奈川県民ホール 小ホール　日程｜2021年11月6日

C×C 作曲家が作曲家を訪ねる旅
山本裕之×武満徹（没後25年）

武満徹（1930-1996）は
どんな作曲家？

山本裕之

写真：青柳 聡
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
舞
台
裏
」
で
公

演
を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
の
「
技
術
」
を
お
伝

え
し
て
い
き
ま
す
。
初
回
と
な
る
今
回
は

２
０
２
０
年
初
演
の
『
ア
ル
ト
ゥ
ロ
・
ウ
イ

の
興
隆
』（
２
０
２
１
年
11
月
～
２
０
２
２

年
１
月
再
演
）で
衣
装
を
担
い
、
K
A
A
T

製
作
の
ほ
か
の
演
目
で
も
数
多
く
の
衣
装

を
手
が
け
る
伊
藤
佐
智
子
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

—

伊
藤
さ
ん
に
と
っ
て
衣
装
デ
ザ
イ
ン

と
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
で
す
か
。

衣
装
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
は
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
デ
ザ
イ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。
身
体
に

フ
ィ
ッ
ト
し
た
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
で
は
な
く
、
ボ

タ
ン
が
弾
け
飛
び
そ
う
に
パ
ツ
パ
ツ
な
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
が
表
す
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
い
う
の

も
あ
り
ま
す
。
舞
台
衣
装
は
着
こ
な
し
も

含
め
て
デ
ザ
イ
ン
す
る
も
の
。
役
者
が
役

の
こ
と
を
考
え
る
ス
タ
ー
ト
地
点
に
な
る

と
い
う
意
味
で
も
衣
装
は
重
要
で
す
。

な
の
で
、
私
に
と
っ
て
の
衣
装
の
仕
事
は
、

実
際
に
役
者
に
会
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
ま
ず
台
本
を
読
ん
で
演
出
家
と
話

を
し
て
、
と
い
う
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
は
あ
る

ん
で
す
が
、
役
者
の
動
き
や
表
情
を
見
る

こ
と
が
何
よ
り
重
要
。
稽
古
場
で
立
ち

昇
っ
て
く
る
も
の
か
ら
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
き
ま
す
。

—

﹃
ア
ル
ト
ゥ
ロ
・
ウ
イ
の
興
隆
﹄
で

は
赤
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
印
象
的
で
し
た
。

百
年
た
っ
て
も
原
作
者
の
ベ
ル
ト
ル
ト
・

ブ
レ
ヒ
ト
の
存
在
感
は
圧
倒
的
で
作
品
全

体
を
通
し
た
色
の
配
置
や
変
化
は
時
代
を

越
え
て
重
要
な
要
素
で
す
。
演
出
の
白
井

晃
さ
ん
か
ら
「
赤
を
使
い
た
い
」
と
お
話

が
あ
り
、
私
も
赤
は
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
い
ま

し
た
が
、
赤
一
色
だ
と
全
体
が
平
板
に
な
っ

て
し
ま
う
。
そ
れ
で
、
赤
が
よ
り
挑
発
的

に
見
え
る
よ
う
に
、
色
相
が
少
し
ず
つ
違

う
赤
で
構
成
し
ま
し
た
。
素
材
や
染
料
、照

明
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
色
が
違
っ
て

見
え
る
の
も
衣
装
の
面
白
い
と
こ
ろ
で
す

ね
。

—

舞
台
衣
装
の
仕
事
の
面
白
さ
は
？

舞
台
以
外
の
仕
事
も
し
ま
す
け
れ
ど
、人

対
人
の
仕
事
だ
と
い
う
点
で
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
け
れ
ど
舞
台
が
自
分
の
居
場
所
と

し
て
呼
吸
で
き
る
と
感
じ
ま
す
。
舞
台
を

つ
く
る
時
の
人
と
の
距
離
感
が
性
に
合
っ
て

い
る
ん
で
す
。
衣
装
は
舞
台
で
役
者
に
一

番
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
。
こ
れ
か
ら
も

彼
ら
に
寄
り
添
い
支
え
る
よ
う
な
仕
事
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。

写真：大野隆介

写真：田中亜紀

［いとう・さちこ］ファッション クリエイター。映画、演劇、そして時代の流れを
象徴する広告の中で、一点ものにこだわった衣装を提案。衣装はもとより、
１枚の布からはじまる様々な表現を、ジャンルを越えてクリエイションする。東
京2020パラリンピック開会式衣装ディレクター。

伊藤佐智子
衣装デザイナー

聞き手・文：山﨑健太

衣装デザイナー編

アンケート項目

１． リニューアルした神奈川芸術プレスはいかがで
したか。ご意見・ご感想を教えてください。

2． 今号で印象に残った記事を教えてください。

3． 次号以降、読んでみたい特集テーマがあれば
教えてください。

4． 今気になっている「ひと」や「こと」、「場所」など
があれば教えてください。

5． 神奈川芸術プレスをどこで手に取りましたか？

神奈川芸術プレス（vol.159）をお読みいただき、ありがとうございました。アンケートにお答えいただいた方のなかから、抽選で
1組2名様を、2022年3月26日（土）15:00開演「C × Baroque（シー・バイ・バロック）大塚直哉が誘うバロックの世界Vol.1」

（神奈川県民ホール 小ホール）にご招待いたします。今後の誌面づくりに生かすため、ぜひご意見・ご感想をお寄せください。

応募方法： 「WEBアンケートフォーム」もしくは「はがき」で、アンケートの答えと、メールアドレスを明記のうえ、ご応募ください。
WEBアンケートフォーム： https://krs.bz/kanagawaaf/m?f=225
はがき郵送先： 〒231-0023 横浜市中区山下町３-１（公財）神奈川芸術文化財団 神奈川芸術プレス読者アンケート係
回答期限／はがき必着： 2022年2月28日（月）
当選発表： 厳正なる抽選の上、当選者の発表はメール送信をもってかえさせていただきます。
・ 当選に関するお問い合わせには回答いたしかねます。
・ 当選通知メールは、kaf@kanagawa-af.orgのアドレスから送付予定です。
 上記ドメインからのメールを受信できるよう、設定をご確認ください。
・ メールアドレスの間違い等でメールが送信できない場合は、当選を無効にさせていただく場合があります。
 ※お申し込み時にいただいた個人情報は、当選通知以外の目的には使用いたしません。

WEBアンケート
フォームはこちら

読
者
ア
ン
ケ
ー
ト

神
奈
川
芸
術
プ
レ
ス 
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	220125_KAP_p16_23_単ページ
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